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和本の形態について



巻子本

折本（旋風葉・折帖装）

列帖装

粘葉装

袋綴じ

長帳綴



巻子本 巻物

折本 巻子を蛇腹に折ったもの
旋風葉 折本の表紙をつなげたもの

折帖 二つ折りの紙を蛇腹に糊付けしたもの



切った紙を折って束ねる

列帖 数枚づつ糸でかがったもの

粘葉 一枚づつ糊付けしたもの

袋綴 長辺を糸で綴じたもの

長帳綴 短辺を糸で綴じたもの



折紙 手紙や文書等、紙を細長く
折って授受したもの

その他（一枚物・畳み物など）
絵図や見取り図のように広げて
見るものを畳んであるもの



楮 楮紙 最も一般的な紙

雁皮 雁皮紙 光沢のある高級紙

洋紙 近代以降の木材パルプの紙

その他 鳥の子や竹紙等の特殊な紙



写本

整版

古活字

木活字

活版



写本（手書き）か刊本（印刷）の区別

古活字 室町末から江戸初の活字版

木活字 江戸後期の活字版

整版 版木による印刷本

活版 近代以降の活版印刷



版型の大きいものが多い。

匡郭の四隅が切れている。

一字ごとに濃淡がある。

一行あたりの字詰めが一定。

字の向きが違っている場合がある。



書誌カードの取り方



内容についての情報

外形についての情報

目録等で調べなけれ
ばならない情報



所蔵者名

仮番号

調査年月日

記録者氏名



複数の呼び名がある作品もあるので、

目録等で調べて最も一般的な作品名に

統一する。



そのまま書く／角書きや巻数は不要

（箋・直）題簽貼り付け／直書き

（刷・書）刷り物／手書き

（原・後）オリジナル／後補

（左・中）表紙の左側／表紙の中央

（単・双）題簽の枠が単線／二重線



題簽

外題

所持者名

題
簽

所
持
者

外
題



題名だけでなく、魚尾等の飾りや丁付けも含めて

版心をそのまま書き写す。

④柱題

そのまま書く／「巻一」等は不要



内題

柱題

丁付け

蔵書印

内
題

蔵
書
印

柱
題

丁
付
け



柱題

魚尾

丁付け

柱
題

魚
尾

丁
付



⑥見返し題／扉題

そのまま書く／巻数や「終」等は不要

表紙見返しや本文扉に題名や著者名がある時は

題名を記す。

著者名や書肆名等の情報は裏面に記す。



尾題

刊記

尾
題

刊
記

所
持
者
名



（原・後）オリジナルの表紙／後補

色 青・黄・茶等基本色と濃淡を記す

模様 刷りや浮き出しの模様がある場合は

それも記す。

本を収納する箱等があるときは記す



わからないときは「未詳」と記す

撰者 通常は歌集などの撰者のことを言うが、

古典籍の場合「著述」を「撰述」と言う場合も

あり、「著者」と「撰者」の区別はそれほど厳

密ではない。



書写者 写本の場合、奥書から書写した人物が

特定できれば記す

書肆名 刊本の場合、刊記から版元がわかれ

ば記す。複数の版元による共同刊行の

場合は代表を挙げて「〇〇他」と記す。

刊記は裏面に書き写す。



後半に行く前に休憩を取ります。



20

後ろのサンプルをさわって確かめてみよう。



冊 袋綴等、冊子型の書籍の数え方

軸 巻子本の数え方

枚 折紙や一枚物の数え方

巻 現物の数量ではなく、内容の巻数。



近代以降、その本の内容が出版等で複製公開されて
いる場合はその所在を記す。

翻刻 活字化されて出版されている

影印 写真版で出版されている

画像 大学や図書館等のサイトに画像として公開



良 基本的に読むことができれば〈良〉とする

不良 読むのが困難なほど傷んでいる場合

破 破れている

汚 汚れている

疲 くたくたになっている

虫 虫食いがある



（縦×横）を計測する。縦を先に。

単位は0.1cm（例:○16.0cm・✕16cm）

巻子本の場合は（縦×長さ）

（紙の長さを測って合計する）



縦×横 丁の片面の内法を計測する。縦が先

四周単 上下左右がすべて単線

四周双 上下左右がすべて二重線

左右双 上下は単線、左右は二重線

界線 行間に罫線があれば記す



匡郭柱(版心)

寸法



一面あたりの行数を記す

一行あたりの字数を記す。

写本の場合、字数に幅があるので「〇字前後」
と記す。



柱 版心に丁付けがある

ノドオモテ 綴じ目のノド部分の表側

ノドウラ 綴じ目のノド部分の裏側

カクレ 粘葉ののりしろ部分

丁数 １冊ごとに数える



漢字・カタカナ・ひらがなの区別を記す

書入 所蔵者による書き込み
同 写本の書写者と同筆
別 写本の書写者と別筆
墨 墨（黒）による書き込み
朱 朱（赤）による書き込み



所蔵者による分類や図書番号が振られ

ている時はそれを記録する。



基本的には印影をそのまま書き写す。

よく使われている蔵書印については略

称を用いて記す。



所持者 表紙や蔵書印から旧蔵者がわかる場合

はすべて記す。

授受者 師匠から弟子へ伝授されたことがわか

る場合は「甲→乙」と表記する。



白描

彩色

墨印

色刷



白描 墨で描かれた絵

彩色 彩色が施された絵

墨印 モノクロ印刷の版本

色刷 色刷りの版本

丹緑 墨印に手彩色を施したもの



作者自身による「自序」と他人がつける
「序」がある

序題 序に題があれば記す

序者 序の筆者がわかれば記す

年記 序に年月日が書いてあれば記す



あとがき 「後序」とある場合も跋に含める

跋者 跋文の筆者

年記 跋文に年記がある場合は記す



「奥書・刊記」は本の来歴を知るための重要な

データなので、すべて正確に書き写す。
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